第１回4/10,4/15の講義に関する質問・意見と回答

－質問はできるだけ授業中か授業後に直接どうぞ。

＊レポートの提出の形式はwordでいいですか？

　電子メールでの提出は構いませんが、あとで必ず紙でも提出してください。不達の可能性があるので。それから、word形式でいいのですが、拡張子が.docxのファイルは避けてください。（word2000形式でお願いします。）

＊100光年先の遠いところからすごくよい望遠鏡で見たら100年前の地球が見えるのか？

　原理的にはそうですが、光がものすごく拡散するので、解像度という点では、地球から出た光子１個１個が視野に入ってくる範囲までが、見える限界ということになるでしょう。

＊各回の課題で４を取るのは簡単ですか？

簡単です。指示を守ってちゃんと記述していれば、点数はつきます。

＊地球も超新星爆発を起こしますか？

　地球は太陽などの恒星とは異なり、中心部で核融合をしていません。地球の内部の熱は、形成時の余熱と、放射壊変のエネルギーです。ですから、超新星爆発を起こすこともありません。そもそも、星が爆発するというのは、自分の重力を振り切るだけの、ものすごいエネルギーが必要なのです。

＊太陽の中心の温度がどうやってわかるのか？

　基本的には理論計算で求めていますが、太陽ニュートリノの観測などもできるので、ある程度その計算が正しいかどうかのチェックもできていると思います。詳しくは恒星内部物理学の教科書を読んでください。

＊太陽の寿命はどれくらいですか？

　およそ100億年と言われています。現在、寿命の半分くらいです。

＊我々の地球のような知的生命体が生まれる可能性がある星は観測できるのですか？

　惑星という意味では、恒星間の観測機を飛ばさないと無理で、当分ダメでしょう。間接的に存在を検出する試みは続けられていますが、まだ巨大惑星しか検出できていません。

＊UFOまたは宇宙人がいると思いますか？

　UFOは未確認飛行物体のことですから、未確認なものはいくらでもあるでしょう。宇宙人は、居ると思いますし、我々も宇宙人ですが、MIBみたいなことになっているとは思いません。

＊星の大きさは、どのような条件で決まるのか？

　恒星の場合、自分の重力で縮まろうとする力と、核融合で生じたエネルギーで生じる放射圧とのつりあいで、大きさが決まります。例えば、中心部でヘリウムの核融合が始まるなど、恒星全体の核融合のエネルギーが増加すると、放射圧が増加して恒星は膨張し、巨星になります。

＊宇宙の始まりはどんな感じなのか、何もない中からどのようにして宇宙の空間ができたのか気になる。

　それは僕にはコメントできません。現在のヒトの世界からは想像もつかないと思います。

＊なぜ回転運動をする現象が多いのか

　質量中心に対して、遠心力でつりあいをとる、ということが自然界の安定のためには便利なしくみなのではないでしょうか。もともとのガスがどんな運動量を持って集まってきたか、ということが原因なのですが。

＊アエンデ隕石の値段はどれくらいしますか？

　\650～\1000／gだと思います。回覧したサイズでは数万円ですね。

＊ブラックホールが存在するならワープホールが存在すると聞いたことがあるがどう思うか？

　コメントできません。自分でよく勉強してみてください。

＊なぜ、数億年も前のことがわかるのですか？

　何について答えればいいのですか。「数億年前」については、ウランなどの放射性元素の壊変定数を求めて、そこから逆算して求めています。

＊地学と聞いて地層とかはやらないのかなと思ったのですがどうなのですか？

　地層の何をやるかによりますが、教科書的な内容は「地球科学概論(1)」で扱う予定です。

＊いま見えている星の光は、どれくらい前の星の光なのですか？

　我々がふだん見ている恒星は、多くが数十～数百光年のところにありますので、数十年前～数百年前の比仮だと思っていいでしょう。

＊アインシュタインの相対性理論も地学と関係あるのですか？

　あります。地球上の位置を知る（カーナビに使う）GPSも相対論で補正しているくらいです。

意見

＊ブラックホールに興味があるので、そちらのことも紹介してください。

　後期に宇宙科学概論という講義があります。また、後期の地学(2)でも少し扱いますが、きちんとわかりたいなら、いずれにせよ自分で調べてもらうしかないでしょう。
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